
龍頭が滝案内 第 7回 

瀧おどりの作詞者をご存じですか 

８月の龍頭が滝といえば、滝まつりと滝おどり。そこで今月号では民謡「滝おどり」を取り上げま

す（以下、文中敬称は省略）。 

作詞は宮田隆、作曲長岡敏夫、編曲竹内尚一、振付花柳芳美彌。長岡、竹内は島根大学

の音楽の先生。振付の花柳は松江市にいた舞踊家だったようです。曲の制作は昭和26年頃だ

と思われますが、そのように想像する理由はまた別の機会にして、作詞家の横顔を紹介しましょ

う。 

宮田隆は大正 2(1913)年 12 月 16 日島根県生まれ、昭和 57（1982）年 7 月 8 日没。島

根県庁に入り、公務のかたわら、作詞、作詩、放送劇やコント、随筆、シナリオ等を執筆。 

作詞者としての代表作はなんといっても、昭和 39(1964)年開催の東京オリンピックで歌われ

た「東京五輪音頭」でしょう。ＮＨＫが全国から歌詞を募集したもので、見事当選。古賀政男作曲、

三波春夫等の歌唱により全国で愛唱されました。島根県民の歌「青い空なら」（昭和 26 年）やＰ

Ｒソングである「一畑パーク」。雲南市関係では、「大東町民の歌」「木次町の歌」「吉田音頭」

「大東町・海潮中学校校歌」「大東町・久野小学校校歌」などもあります。 

歌詞は七番まであり滝の風情と池月伝説がうたわれます。四番では「当って砕けて別れちゃ

見たがもとは一筋深い仲」なんて、男と女の情愛が織り込まれていきます。「雄滝」と「雌滝」があ

ることから、恋愛を連想したのかも。 

七番を「逢うたはじめが裏見滝」で結びます。「雄滝」「雌滝」は自然物なので仲良く永遠にいっ

しょ。でも、人の世では最後は「恨み」に満ちたお別れもある。人の世の不条理、不思議を伝えた

かったのかもしれませんね。 
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